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青井　忠治　氏

■

青
井
忠
治
氏
胸
像
館
内
に
設
置

大
正
1
 
1
年
木
工
科
卒
､
株
式
会
社
丸
井
創
始
者

文
化
部
合
同
展
　
　
7
月
1
 
3
日
王
)
-
7
月
N
C
O
日
毎
)

か
ね
て
吉
井
清
隆
先
生
　
(
工
芸
科

科
長
･
昭
和
5
5
年
工
芸
科
卒
業
)
　
に

制
作
を
お
願
い
し
て
い
た
胸
像
が
3

月
中
旬
に
1
基
完
成
し
､
新
納
前
校

長
と
吉
井
先
生
の
立
ち
会
い
で
､
丸

井
本
社
(
東
京
･
中
野
)
　
に
寄
贈
L
t

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
｡

お
っ
て
4
月
下
旬
に
は
'
美
術
館

正
面
受
付
に
初
代
納
富
校
長
像
と
対

象
に
'
青
井
忠
治
氏
の
胸
像
が
新
た

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
｡

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
同
展
に
､
美
術
部
2
8
点
､
陶
芸

部
6
点
､
ク
ラ
フ
ト
部
9
点
･
写

真
部
9
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
｡

な
か
び
に
は
茶
道
部
員
に
よ
る
茶

席
が
設
け
ら
れ
好
評
で
し
た
o
　
ま

た
'
今
回
写
真
部
は
2
0
0
2

｢
写
心
｣
　
を
主
題
に
'
群
写
真

｢
私
達
の
視
点
｣
　
の
発
表
が
あ
り
'

個
性
の
惨
み
出
た
楽
し
い
写
真
展

が
花
を
添
え
ま
し
た
｡

第
二
十
七
回
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

｢
ノ
ウ
テ
ン
｣
｢
脳
｣
｢
能
｣
｢
K
 
n
 
o
 
W
｣

5
月
4
日
(
土
)
～
5
月
1
9
日
(
日
)

平
成
9
年
デ
ザ
イ
ン

科
を
卒
業
し
た
新
栄
子
1

と
4
人
の
仲
間
が
自
分

達
の
知
識
や
考
え
方
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
の
願
い
を
込
め
た
各

自
の
個
性
あ
ふ
れ
る
展

覧
会
で
し
た
｡

第
五
回
　
工
芸
高
校
教
職
員
美
術
展

9
月
1
9
日
(
木
一
～
1
0
月
2
日
(
水
)

恒
例
と
な
っ
た
先
生
方
の
隠
れ
た
一
面
が

見
ら
れ
る
こ
と
で
生
徒
か
ら
も
期
待
さ
れ
る

展
覧
会
｡
布
一
副
校
長
先
生
の
　
｢
ス
ケ
ッ
チ
｣

8
月
A
L
T
　
(
外
国
語
指
導
助
手
)
　
と
し
て

カ
ナ
ダ
か
ら
も
着
任
さ
れ
た
フ
ィ
オ
ナ
先
生

の
　
｢
V
E
G
A
s
]
　
亀
井
先
生
の
木
彫
パ
ネ

ル
｢
観
音
菩
薩
｣
な
ど
絵
画
･
彫
刻
･
工
芸
･

写
真
と
多
岐
に
わ
た
り
総
点
数
5
0
点
の
楽
し

い
展
覧
会
で
し
た
｡

･
一
/
)
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特
別
展
-
期
　
フ
ェ
ロ
ー
ア
ー
ト
展

6
月
4
日
(
木
)
～
7
月
5
日
(
金
)

｢
故
郷
を
離
れ
て
も
元
気
に
や
っ
て
い
る
よ
｣
　
と
い
う
呼
び

か
け
の
も
と
'
本
校
の
関
東
在
住
図
案
絵
画
科
同
窓
生
に
よ
る

｢
フ
ェ
ロ
ー
ア
ー
ト
展
｣
　
が
開
催
さ
れ
'
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
最
多
の
来
館
者
を
呼
び
'
充
実
し
た
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
｡

出
品
は
'
恩
師
の
紺
　
良
書
先
生
'
池
上
栄
一
先
生
を
含
む

同
窓
生
･
刀
祢
悦
子
さ
ん
(
3
3
卒
)
'
金
森
弘
司
さ
ん
(
3
5
卒
)
､

高
桑
昭
男
さ
ん
(
3
6
卒
)
へ
　
八
田
敏
郎
さ
ん
(
3
6
卒
)
'
玉
上
祐

子
さ
ん
(
3
8
卒
)
'
板
倉
　
保
さ
ん
(
3
9
卒
)
　
の
8
名
o
　
本
業
の

傍
ら
制
作
さ
れ
て
き
た
油
絵
や
水
墨
画
な
ど
の
大
作
を
含
む
約

6
0
点
の
作
品
が
全
館
展
示
さ
れ
ー
遠
方
か
ら
の
出
品
者
を
囲
ん

で
同
窓
生
ら
が
な
ご
や
か
に
懇
談
す
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
｡

｢
十
六
羅
漢
の
図
｣

久

隅

守

景

作

江
戸
前
期
の
画
家
で
'
無
下
斎
･
1
陳
翁
･
棒
印
　
等
と
号
し
た
o

狩
野
探
幽
に
学
び
四
天
王
の
筆
頭
と
目
さ
れ
た
が
'
後
に
狩
野
派
に
な

い
新
生
面
を
開
き
破
門
さ
れ
放
浪
の
旅
を
続
け
た
｡
晩
年
の
一
時
期
加

賀
に
き
て
古
九
谷
の
下
絵
を
描
い
て
い
る
｡
そ
の
よ
う
な
関
係
で
石
川

県
や
富
山
県
に
も
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
図
か
ら
は
'
人
物
の
衣
装
は
狩
野
派
の
流
れ
を
く
み
装
飾
的
に

優
美
に
処
理
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
十
六
人
の
顔
の
表
情
は
そ
れ
ぞ
れ

個
性
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
｡

寛
文
か
ら
元
禄
末
期
に
か
け
て
の
作
と
さ
れ
て
い
る
｡

第
6
回
近
代
美
術
館
･
青
井
記
念
館
美
術
館
交
流
展
8
月
4
田
百
て
9
月
1
 
0
日
(
火
)

｢
作
品
に
見
る
　
花
･
鳥
･
風
･
月
｣

嵐
饗

｢
作
品
に
見
る
　
花
･
鳥
･
風
･
月
｣

を
テ
ー
マ
に
'
両
美
術
館
か
ら
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
作
品
計
7
9
点
を
展
示
し
ま
し
た
｡

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
'
課
題

を
持
ち
寄
る
中
学
生
や
家
族
連
れ
が
多
く
､

親
し
み
や
す
い
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
'
近
代
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
本

校
生
徒
を
対
象
と
し
た
作
品
説
明
会
が
行

わ
れ
､
作
品
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と

も
な
り
ま
し
た
｡

)

美
術
教
室

｢
凧
･
か
も
め
｣
　
作
り

8
月
2
0
日
(
火
)
-
8
月
2
3
日
(
金
)

林
兼
二
先
生
　
(
昭
和
3
1
年
図
案
絵
画
科
卒
)
　
を

講
師
に
小
･
中
･
高
生
･
一
般
の
受
講
生
が
空
高

く
舞
い
上
が
る
姿
を
描
き
制
作
に
取
り
組
み
､
完

成
さ
れ
た
作
品
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
た
教
室
で

し
た
｡
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*青井記念館のホ-ムページを開設しております｡
hlfp ://www4.juslneI.ne.jp/～kougei-2/

)

常
設
展
-
期
　
前
期
　
4
月
2
 
9
日
㈲
～
5
月
2
 
5
日
出

｢
明
治
･
大
正
･
昭
和
期
の
彫
刻
｣

本
校
卒
業
後
､
東

京
美
術
学
校
　
(
現
東

京
芸
術
大
学
)
　
や
､

そ
の
時
代
の
著
名
彫

刻
家
に
弟
子
入
り
し

日
本
の
彫
刻
会
で
活

躍
し
た
先
輩
の
木
彫
･

常
設
展
Ⅰ
期
　
後
期
　
7
月
1
 
3
日
出
～
7
月
2
 
8
日
㈲

｢
明
治
･
大
正
･
昭
和
期
の
金
工
作
品
｣

生
徒
の
教
材
と
し
て
収
集
さ
れ
た
秀
作
品
を
中
心
に
'
大
正
･

昭
和
年
代
に
卒
業
し
創
立
記
念
な
ど
に
寄
贈
さ
れ
紹
介
さ
れ
な
か
っ

た
作
品
を
含
め
2
4
点
を
く
つ
ろ
い
だ
気
分
で
鑑
賞
し
て
も
ら
い
ま

催

事

案

内

▲
-

企
画
展

第
9
回
青
井
中
美
展

1
 
1
月
2
0
日
帥
～
1
2
月
8
日
は

特
別
展

昭
和
期
の
絵
画
展

1
2
月
1
7
日
㈹
～
2
月
1
6
日
㈲

金
工
名
品
展

3
月
1
 
1
日
的
～
4
月
6
日
㈲

常
設
展

明
治
･
大
正
期
の
名
品
展

1
 
2
月
1
7
日
㈹
～
2
月
1
6
日
㈲

昭
和
期
の
名
品
展

3
月
1
 
1
日
㈹
～
4
月
6
日
㈲

卒
業
課
題
展

-
各
学
科
の
卒
業
課
題
作
晶
の
展
示

2
月
2
5
日
㈹
～
3
月
3
日
㈲

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

竹
田
貞
郎
の
顔
の
世
界
展

-
木
版
画
に
よ
る
作
品
の
展
示

1
2
月
2
2
日
㈲
～
1
月
1
8
日
出

第
2
 
1
回
高
岡
市
作
家
連
盟写

真
部
会
員
展

1
月
2
6
日
㈲
～
2
月
1
5
日
出

工
芸
O
B
に
よ
る
三
人
展

-
金
工
'
彫
刻
'
日
本
画
に
よ
る

作
品
の
展
示

(
荒
井
仁
二
船
木
佳
彦
､
山
田
栄
龍
)

3
月
1
1
日
㈹
～
3
月
2
9
日
出

は
ぐ
く
み
会
会
員

募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
l
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
　
(
個
人
)
　
　
　
　
　
二
㌧
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
　
(
企
業
､
団
体
等
)
一
〇
､
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

泉

5
万
人
目
の
入
館
者
は
､
平
成
9
年
9
月
1
1

日
の
記
録
が
あ
る
｡
5
年
を
経
過
し
､
こ
の
1
 
4

号
が
出
る
頃
に
は
1
 
0
万
人
目
を
迎
え
た
い
と
頑

張
っ
て
い
る
｡

4
月
か
ら
川
原
和
美
さ
ん
が
職
員
と
し
て
執

務
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
｡
前
任
者
同
様
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
｡

編

集

発

行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
l
E
3
9
-
3
-
8
-
-
8
高
岡
市
中
川
T
T
二
〇

T
E
L
(
〇
七
六
六
)
二
一
二
六
三
〇
(
内
線
8
5
)

F
A
X
(
〇
七
六
六
)
二
二
⊥
六
三
T

ハ

一


